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Ⅱ 輸出規制の背景 

－南米南部における食料供給 ～北米に勝る食糧基地へ－ 

 

はじめに 

 

前章Ⅰにおいては、主要穀物輸出国が 2007年半ばから 08年半ばにかけて輸出規制を発

動されたこと、これら措置は穀物の国際価格の著しい高騰に対する自己防衛策として講じ

られたこと、および穀物価格の異常な高騰の原因は、国際需給の逼迫が大きな要因の一つ

であることなどが論述されている。本章では、今次の輸出規制措置発動の大きな起因の一

つとなった穀物の国際需給に大きな影響力を有する南米諸国の食糧増産のポテンシャルお

よびその国際競争力などについて世界最大の食糧供給国である北米と比較しながら分析す

ることとする。 

 

１） 南米南部の北米に勝る食糧増産への潜在性 

南米南部諸国は各国が国の権威をかけそれぞれに競争意識を持ちながら経済活動を営ん

でいるが、現実的にはブラジルを中心に MERCOSUR(南米南部共同市場)が組織され、地

域が一体となって経済活動が展開されているのが実情である。お互いに陸続きの地の利を

生かし、農産物の流通においては、地域間ではほぼ自由に取引がなされ、実質的には生産

量や輸出量の統計においてその正確な数値が表しにくいほどの取引が行われているほどで

ある。そういう意味からも、南米南部、特にブラジル、アルゼンチン、パラグアイ、及び

ウルグアイの南米南部 4カ国における農産物は地域一体としてとらえる必要があろう。 

 

ブラジル、アルゼンチン、パラグアイ、及びウルグアイの南米南部 4カ国におけるコメ、

コムギ、トウモロコシ（以下コーンと表記）、及びダイズの合計生産量を北米 3国(カナダ、

アメリカ、メキシコ)におけるそれと比較すると図 1から 4の通りである。まず、南米南部

が急激に増産を遂げているダイズは 2000 年代において北米を追い抜き、ここ数年間は 1

億トンを上回る状況で推移している。これに対し、北米は未だに 1億トンに達していない。

その一方で、アメリカが絶大なる生産力を誇るコーンにおいては北米が近年は 3億 5千万

トンレベルで、群を抜いており、南米南部は 7千万トン前後となっている。 

 

コムギは近年においては北米が 1億トン前後を維持しているのに対して、南米南部は 3

千万トンに達していない。コメにおいては、生産量は両地域共に小さいがブラジル南部の

水田地帯、ウルグアイ、アルゼンチン北部地帯を中心に増産の潜在性は小さくない。 

総合的にみると南米南部 4カ国においては、その多くの農地が今も放牧地として活用さ

れ、耕種作物はその市場価格の上昇と採算ラインにより、これらの放牧地を開墾した生産
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拡大が進められている。ブラジルのセラード地帯、アルゼンチンの中・北部地帯、そして、

ウルグアイ、パラグアイがそうである。そういう観点からこの地帯においては耕種部門の

増産はその可能性を多く秘めている。 

 

南米南部各国のそれぞれの主な状況をみると、まず、ダイズ生産において、ブラジルは 1980

年代終わりの 2千万トンから 2008年までに生産量は 6千万トンにまで、この 20年間で 3

倍に拡大するという快挙を成し遂げている(図 5)。この生産量は世界トップのアメリカの 8

千万トンに迫りつつある。その一方で国内の消費量も伸びており、これは国内の加工向け

が拡大していることを物語っている。ダイズを油に絞り、その残りのダイズ粕が畜産の飼

料となるが、これにより、畜産物（豚肉、鶏肉、酪農製品等）の急激な増産がみられる。 

 

アルゼンチンでも同様の傾向である。ダイズの生産は 1980 年代後半の 1 千万トン前後

から 2008 年には 5 千万トンへと、5 倍の増産となっている。生産量においてはブラジル

を追い越す勢いでさえある。パラグアイのダイズ生産はブラジルやアルゼンチンのそれと

比べるとまだ 1千万トンに届かず相対的に小さいが、近年の増産は目を見張るものがあり、

将来の増産力は大きい。 

 

 

出所：伊東正一「世界の食料統計」http://worldfood.apionet.or.jp/graph/index.html,  ec. 2008  
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出所：図 1と同じ 

 

 

 
出所：図 1と同じ 
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出所：図 1と同じ 

 

 

 
出所：図 1と同じ 
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コーンにおいては、ブラジルの生産は 2007 年が 6 千万トン近くに急増し、ここ数年間

の拡大傾向はこれまでの増産傾向をさらに増幅している(図 6)。これもコーン価格の上昇に

刺激されたものであるが、コーンはダイズとの競合作物であり、かつ、コーンやダイズの

連作障害を回避するために相互に重要な転換作物である。よって、ダイズが増産されるこ

とはコーンの増産を意味している。アルゼンチンのコーンの生産はここ 10年間にわたり 2

千万トン前後のレベルで停滞しているが、今後の増産の可能性は十分あると予想される。 

 

 

出所：図 1と同じ 

 

南米南部におけるダイズとコーンの生産・消費の拡大が意味するもの 

ブラジルとアルゼンチンの生産量と消費量が拡大しつつあるのは先に見たとおりである

が、生産量と消費量の差がまさに輸出となり、これが拡大を遂げている。図 7のダイズ及

び図 8 のコーンにみるように、この 20 年間において輸出が増大している。ただ、近年に

おいてダイズとコーンの輸出量が伸び悩む傾向にも見えるが、これは国内の需要が拡大し

ているからである。それはとりもなおさず、国内の畜産向けが拡大しているということで

もある。特に、ブロイラーの生産と輸出の伸びがめざましい。ブラジルのブロイラーの生

産量は 2008 年においては 1 千万トンを突破し、アメリカの 1，600 万トンに並ぶのも時

間の問題といえそうである。また、輸出量においては、2008 年に初めてアメリカの 300

万トンを追い抜き、330 万トンに達している。また、以前から主産物であった牛肉の増産

や輸出拡大も堅調である。 
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こうした畜産物の輸出の増大はコーンやダイズ粕を単に輸出するのではなく、付加価値

をつけた畜産物として輸出する方向にブラジルを先頭とする南米南部が変化と成長を遂げ

ていることを意味する。よって、今後の南米南部におけるダイズやコーンの増産は必ずし

もダイズやダイズ粕、コーンの輸出拡大を意味するものではない。原産国にとっては国内

で飼料として活用し、畜産物において輸出拡大する方向がむしろ選択されることを意味し

ていると捉えることができよう。 

 

 

出所：図 1と同じ 

 

 
出所：図 1と同じ 
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２） 2008年穀物価格高騰の背景 

 近年の穀物価格の高騰は原油価格の高騰と関連している。特に、アメリカ政府がコーン

をエタノール生産に活用することに対する助成金を発動したことに端を発している。それ

まで、コーンからエタノールを生産することは採算に合わなかったものが、補助金を受け

ることにより、それが採算に合う状況となった。そうして、原油価格の高騰がエタノール

等のバイオ燃料の生産により拍車をかける事態となった。 

 

 原油価格は 2000年半ばに 1バレル当たり 30ドル（WTI、ニューヨーク市場）を超える

上昇を見せたあと、2001年末には 20ドルまで下落をした。しかし、その後、上昇をし始

め、2005 年半ばには 60 ドルを超え、その後は多少の値下がりをしたものの、2007 年秋

に 80ドルを超してからは鰻登りに上昇を続け、2008年 7月には先物市場で 146ドルとい

う史上最高の値をつけた。その後は、下落の傾向をたどり、2008 年 9 月上旬には 100 ド

ル付近のレベルまで下落、同 11 月下旬には 50 ドルを下回るほどに値下がりし、さらに、

その後は 40ドルを下回ることも珍しくなくなった。原油価格は最高だった 2008年 7月の

時期に比べ、その後の半年間で 4分の 1の価格まで下落している。 

 

 2008 年 7 月までの原油価格の上昇はアメリカのサブプライム問題も関係していたと言

われ、投資家が投資先を原油に向けたために、原油がこれまで以上に投機的に売買される

ようになり、価格をつり上げてしまったわけである。原油価格が上昇すると、ガソリンの

価格が上昇し、ガソリンの代替財となるものも上昇する。エタノールがその一つである。

よって、エタノール生産の原材料となるコーンまで価格は上昇する。つまり、コーンは間

接的には原油の代替材となるわけである。よって、原油がそうであったようにコーンも投

機的に価格が吊り上げられることになる。さらに、コーンの価格が上昇すると、穀物間や

主要農産物（コメ、コムギ、コーン、ダイズなど）の間では一般的に代替性があるため、

いつの時代でも一つの作物の価格が上昇すると他のものも上昇する傾向にある。ダイズは

大豆油がディーゼルの生産に利用でき、また、ダイズ粕がコーンのエサ利用とも密接に関

係している。よって、これらの農産物の価格の動きは原油価格の変動と非常に良く似たも

のとなる。こうして、農作物の国際価格が全体的にかつ同時に高騰することとなった。 

 

その価格の動きはまさに原油に引っ張られて農作物の価格が日々変動するというパター

ンとなった。図９は原油価格とコメ、コムギ、コーン、ダイズのシカゴ相場の日々の価格

変動を示したものである。2007年 7月から 2008年 12月下旬までの価格変動であるが、

これを見ると、農産物の価格は原油価格の変動に従って文字通り毎日変化している、とい

うことが分かる。その変化率は農産物により、多少の違いはあるが、傾向としては全く同

じである(図 9 の原油価格は先物市場のデータであるため期間ごとに生じる差を微調整し

ている)。 
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出所：GFT-Outline Futures Trading, http://futures.tradingcharts.com 

 

これらの価格の動きについて回帰分析を用いた統計分析を試みたが、その結果は表 1の

通りである。つまり、原油価格が 1日に 1バレル当たり 1ドル上昇すると、シカゴ穀物市

場(CBOT)のコメ相場は籾 100ポンド（45kg) 当たり 0.180 ドル、コムギ、コーン、ダイ

ズの価格はブッシェル当たりそれぞれ 5．15セント，4．41セント，及び 10．1セント上

昇することが示唆された。 

 

2008 年 7 月以来、原油価格の下落と共に下落している世界の穀物相場であるが、今後

の価格の変化は、原油価格の動向によるところが非常に大きい、ということが言える。原 
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1. *, **, ***: 10%, 5%, 1% significance levels, respectively 

2. ( ): Indicates standard error 

 

 

油価格が今後再び上昇することになれば、農産物の価格は上昇に転じるであろうし、また、

原油価格がこのまま下落していけば農産物価格も下落の方向で推移することになろう。 

 

ただ、原油と農産物には大きな違いがある。原油はいつまで貯蔵しておいても腐らない

表 1 原油価格の変動がコメ、コムギ、コーン、ダイズの価格変動に及ぼす影響に関する 

回帰分析の結果 

Variable Rice Corn Wheat Soybeans 

0.180 5.15 4.41 10.1 
POIL 

(0.00)*** (0.08)*** (0.56)*** (0.18)*** 

-0.341    
RTDRICQ 

(0.06)***    

0.0340    
SDVXB 

(0.00)***    

3.33    
DTHS 

(0.31)***    

 -0.700   
SDCRNQ 

 (0.05)***   

 67.7   
DJAN1_415 

 (3.97)***   

  -26.3  
RTDWHTQ 

  (3.30)***  

  -2.00  
SDJL07 

  (0.25)***  

  0.440  
SDA_S07 

  (0.23)*  

  1.81  
SDJ_MR08 

  (0.12)***  

  156  
DEXRSTR 

  (28.67)***  

   1.99 
SDSBNSQ 

   (0.10)*** 

Intercept -4.06 -20.5 490 122 

R-squared 0.917 0.950 0.757 0.923 

Adjusted R-squared 0.915 0.950 0.752 0.922 

No. observations 276 276 276 276 
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が農産物は数年で品質が落ち、腐ることもある。よって、農産物は価格の上昇で生産が刺

激され、消費のレベルを上回る供給量が発生すると、長期に亘って貯蔵することが困難な

ために、原油価格が上昇しても農産物は価格の下落を招くことがあり得る。コムギの国際

価格が 2008年 3月以降、原油価格の上昇とは裏腹に下落を始めたのはそのいい例である。

また、その逆もあり得る。基本的には原油価格と連動する要素を多く含みながら、かつ、

それぞれの農産物の需給状況も加味されながら価格は動いていくことになる。 

 

３) 過去半世紀にみる国際価格の変化 

世界の主要農産物であるコメ、コムギ、コーン、ダイズの国際価格は過去半世紀、大き

な変化を繰り返している。一般的に市場価格の上昇により増産が促され、それにより供給

が需要を超え価格が下落するという、サイクルを繰り返しながら進んできた。このような

サイクルは 3年前後の幅で繰り返されている(図 10)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：IMF International Financial Statistics (IFS)の年次データを直接使用した 

（http://ifs.apdi.net/imf/） 

注１：最近年のデータは、その年の月別データの平均値を示す。 

注２：コメ：Bangkok, 5% broken, milled,; コムギ：No.1 Hard Red US Gulf; コーン：Yellow No.2 

Gulf；ダイズ：U.S. cif, Rotterdam 

 

価格は 1973年から 74年にかけて歴史的な急騰をみたが、その直後は急激な下落、1980

年前後に再び上昇、その後は大きな価格上昇はなく、2007年の後半から 2008年半ばにか

け久しぶりに急騰する状況となった。 

しかし、こうした価格の変化は実質価格でみるとその様相をがらりと変える(図 11)。実

質価格とは物価上昇の率を加味し、現在の貨幣価値で過去の価格をみたものであるが、 

 

 

2008年の貨幣価値で換算したものが図 3－2である。これをみると、この半世紀で最も

高かった 1974 年の価格はコメが 1 トン当たり 2，376 ドル、コムギ、コーン、ダイズが

それぞれ 788ドル、581ドル、1,298ドル(ダイズは 1973年)ということになる。これらは
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図10 世界におけるコメ、コムギ、コーン及びダイズの価格, 年平均

(名目価格, $/ﾄﾝ, 1961年～2008年)
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1 年間の平均価格であるので、当時の価格が 2008 年とは比べものにならないくらい高い

ものであったことが容易に想像できる。おしなべて、2008 年の平均価格の 2 倍から 3 倍

余りの価格で取引されていたことになる。 

 

図 11 世界におけるコメ、コムギ、コーン及びダイズの価格、年平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後の実質価格は下落しているが、実質価格でみたこのような歴史的価格の下落は技

術の上昇により生産コストが実質生産費でみると減少していることを物語っている。こう

した技術には単に生産現場の技術だけでなく、道路、港湾、電信、IT技術などのインフラ

整備によるコストの削減、トラックなど運搬自動車などの技術の向上によるコスト削減な

ど、広範にわたる技術水準の全世界的な向上によるものである。このような技術の向上は

農産物の価格が高いときに強く促され、その技術はそのまま継続される。よって、需要が

それに伴って拡大しない限り増産により市場価格は再び下落し、時にはその価格の下落の

影響で生産も減少することがある。その一方で、需要が徐々に拡大すれば、再び市場価格

は上昇し、これにより、生産も技術の向上を含めて増強されるというサイクルを繰り返す。 

こうした技術の向上があったため、比較的に価格が低迷していたとされる 1960 年代の

価格に比べ、ここ数十年間の実質価格はより安い価格で推移しており、2000年代に入って

からはおおむね横ばいの推移を続けていた。また、価格の毎年の変動も歴史的に小さくな

っている。 
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ｿｰｽ：IMF：International Financial Statistics (IFS）の年次ﾃﾞｰﾀを直接使用している（http://ifs.apdi.net/imf/)

注1：最近年のﾃﾞｰﾀは、その年の月次ﾃﾞｰﾀの平均値で示す。

注2：コメ：Bangkok, 5% broken, milled. コムギ：No.1, Hard Red, US Gulf. コーン：Yellow No.2, Gulf.  ダイズ：U.S.  c.i.f. Rotterdam.

注3：Calendar year.     実質価格は2008年のアメリカの消費者物価指数（CPI ）を100として計算した。
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こうした中、2008年の価格高騰はここ数十年間の傾向を大きく翻すものではあったが、

しかし、この技術進歩による大きな傾向は再び繰り返される可能性は強い。そのことを

2008年 7月以降の農産物価格は示唆しているようにも思われる。 

 

４） 需要拡大に支えられる生産拡大 

 農産物の実質価格が技術の向上に伴って歴史的に下落しているわけであるが、1960年代

から現在までの世界の主要農産物の生産量は着実に増産を遂げている。しかし、増産のレ

ベルは個々の品目の需要に関係して違いが現れている。図 12に生産量の変化を示したが、

これらコメ、コムギ、コーン、ダイズの中で 1960 年代に量的に最高だったのはコムギで

ある。ところが、コムギは 1990年頃から増産の勢いが衰えてしまった。1990年にこれま

での史上最高である 6億トンのレベルをほぼ達成したが、その後は 7年間の間それを上回

ることができなかった(図 4－1に楕円形で示した)。ようやく 1997年に 1990年の記録を

上回ったが、その量はわずかに 2 千万トン（3％）の増加でしかなかった。そうして、そ

の後は再び減産となり、1997年の記録を上回ることができたのは再び 7年後の 2004年で

あった。この時も、わずか 2千万トンの増加に留まった。結局、1990年から 2004年まで

の人口増加率は 21％であるのに対して、コムギのこの間の増産率はそれを遙かに下回る

6％でしかなかった。 

 

 どうしてこのようなことになったのか、コムギの増産は限界に来ているのか？決してそ

うではない。これを価格の変化と並列してみると、この間のコムギの価格は低迷していた。

また、単収の増加も余りみられず、生産コストの削減もなく、結局は採算に合わない、と

いう状況で、世界のコムギ農家が他の作物に徐々に切り替えていった、というのが実情で

ある。特にその傾向はアメリカで強かった。南米南部もその例外ではなく、先の図 1－3

にみるように、1990年代半ばから横ばいを続けている。 

 

 その一方でコーンとダイズはどうであったか？1990年頃から 2005年頃までは主要農産

物の価格は 1990 年代の後半の一時期を除いて一般的に低迷をした。その状況はコーンに

も当てはまる。しかし、コーンは増産を続け、1998年からはコムギの生産量を追い抜き、

主要農産物のトップの座をしっかりとつかんでしまった。その後は 4－5 年間の横ばいを

みた後は一気に増産となり、2007 年産ではコムギの 6億 1 千万トンを遙かにしのぐ 8億

トン近くの生産を遂げた。 

 また、ダイズは 2008年の生産量が 2億 4千万トンであるが、20年前に 1億トン前後で

あったことから比べると、飛躍的な増産を実現していることになる。この増加率はコメ、

コムギ、コーンの比ではない。世界のダイズはその多くが搾油に使われるが、その油の需

要拡大のみならず、その油を絞ったあとのダイズ粕が重要なエサとなる。また、ダイズ加

工品も多く開発されている。こうしたことからダイズの需要は大きく、生産性も上昇し、 
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ここ 20 年間はアメリカのみならず、ブラジル、アルゼンチンを中心とした南米南部の増

産が大きい。 

 

 価格の動きはほぼ同じ傾向を示しながら、なぜこのような違いがコムギとコーン・ダイ

ズに発生したのか。それはコムギが人の食用に大きく偏り、エサ用や加工用の需要が限ら

れたものでしかないことに起因していると考えられる。その一方で、コーンはエサ用が全

体の 4分の 3を占め、また、残る 3分の 1も加工用が大半を占めている。食用に回るのは

わずかでしかない。世界の食料消費は経済の発展と共に穀類を直接食べる量が減少し、肉

類や酪農製品を食べる量が増大する。このため、エサとなるコーンやダイズの需要は拡大

の一途となる。また、生産サイドも、コーンは米国が世界の 4割を生産するという状況下

で、米国はコーンの生産性を上昇させてきた。コーンの 1ha当たり単収でみると、米国は

1990年頃の平均 7トン余から近年の 9.5トンへと 40％ちかい増加を遂げている。この間

に大きな技術革新があったわけである。その一方で、コムギは同じ時期に 2.5トンから 2.8

トンへと 10％余の上昇でしかない。 

 

 こうして、需要が拡大しないコムギは需要が拡大するコーンに大きく引き離されること

となった。ここでコメに目を向けてみると、コメもコムギに極めて似たところがある。エ

サや加工に利用される量が極めて少なく、コムギ以上に少ない。FAOの統計によるとコム

ギのエサ・加工向けが 1億トン程度であるのに対して、コメはその 10分の 1程度である
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図12. 世界におけるコメ、コムギ、コーン、ダイズの生産量の推移

（ 1961年～2008年)
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（2002年のデータによる）。 

 

 よって、コムギと同じ状況がコメにも起きている。1999年に史上最高の生産量、4億ト

ン（精米換算）を初めて上回ったが、その後はこれを更新するのに 6年間を要した。2005

年の生産量も 1999 年の量をわずかに 1 千万トン弱の増加であった。価格の低迷に生産が

打ち勝てないのである。市場価格が低迷すると、生産農家は単収の増加などで生産コスト

を切り下げることができるのであれば、生産を継続・拡大することができるが、そうでな

い場合はより収益の上がる作物に一部の土地を切り替えるか、あるいは生産性の悪い農地

は生産を止める、という手段をとる。よって、そのような場合は価格の低迷がその作物の

生産の減産をもたらすことになる。コムギの 1990年から 14年間、及び、コメの 1999年

から 6年間の「供給のスランプ」がそれに当る。 

 

 これらの需要状況をまとめると、今後の需要の拡大はコーンとダイズには大いに期待で

きるが、コムギとコメには余り期待できない。その点で、ダイズとコーンの生産拡大の潜

在性を多く秘める南米南部においては、将来への農産業拡大の可能性も大きいと言わざる

を得ない。 

 

５） 農産業に依存する南米南部と国際輸出競争 

 南米南部における農産業は重要な位置を占めている。2006 年における農業 GDP は全

GDPに対し、ブラジルで 5．1％、アルゼンチンが 9．0％、パラグアイとウルグアイがそ

れぞれ 21％、8．7％を占めている（World Development Indicator調べ）。農業輸出は外

貨獲得においても国家経済に強い影響を与える。また、政治的にも農業はセンシティヴで、

各国の政治家は農業 GDP が数％しか占めない発展国でも農業には敏感であり、南米南部

のような途上国での農業重視は言うまでもない。それだけに、農産業や農産物輸出の拡大・

強化においては、各国共に力を緩めることはないであろう。 

 

 さらに、2008年半ばからの為替レートの変化は激しいドル高となり、南米南部諸国の通

貨はいずれも切り下げられている(図 13から 16)。これらの為替レートは 2008年 7月から

2009年 1月上旬までにブラジルのレアルが 45％の切り下げ、アルゼンチン、パラグアイ

及びウルグアイの通貨がそれぞれ 14％、23％、及び 26％の切り下げとなっている。この

中で、特にブラジルのレアルの切り下げが大きい。 

 

 こうした通貨の切り下げは農産物輸出には好材料である。ブラジルは経済的にも近年は

落ち着いており、安定した経済成長の下、失業率は 2002年 3月の 13％から順調に改善さ

れ、2008年には 8％を下回っている(図 17)。また、燃料や食料価格の高騰をみた 2008年

の物価指数も前年に比べわずか 6．4％に押さえられており、2007年の 4．2％と並び、国
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家経済の管理運営が先進国並みにしっかりと機能していることを物語っている(図 18)。 

 南米南部諸国は今後、通貨の切り下げをバネに、そうして、世界の穀物需要の流れがコ

ムギとコメからダイズとコーンにシフトする中で、生産と農産物輸出の拡大路線をいっそ

う進めていくことになろう。それは、農地面積の拡大能力が相対的に小さい米国とはきわ

めて対照的であり、米国を凌ぐほどの拡大が南米南部諸国には期待される。 

 

図13  為替レートの推移 (米ドル / ブラジル・レアル)

2008年7月から09年1

月初旬までのレートの

変化率（対ドル）

45％切り下げ

図14 為替レートの推移 (米ドル / アルゼンチン・ペソ)

2008年7月から09年1

月初旬までのレートの

変化率（対ドル）

14％切り下げ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 為替レートの推移 (米ドル / ウルグアイ・ペソ)

2008年7月から09年1

月初旬までのレートの

変化率（対ドル）

26％切り下げ
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(%) 図17 ブラジルにおける失業率の推移（2002-2008)

Fonte: IBGE, Diretoria de Pesquisas, Coordenação de Trabalho e Rendimemnto, Pesquisa Mensal de Emprego mar.2002-nov.2008.

Nota: Período de referência de 30 dias para procura de trabalho.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16. 為替レートの推移 (米ドル / パラグアイ・グアラニー)

2008年7月から09

年1月初旬までの

レートの変化率

（対ドル）

23％切り下げ
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６） 結論：日本からみた南米南部の農産物生産拡大の重要性と今後の見通し 

南米南部諸国の農業生産が今後も拡大を続けても農産物の原料穀物の輸出は決して拡大

の方向をたどるとは限らない。各輸出国は可能であれば原料穀物に付加価値を付けて輸出

することを常に目標としている。そういう意味では、南米南部においてはコーンやダイズ

粕を用いて自国の畜産を拡大し、その畜産製品を輸出するという方向にシフトしていく可

能性は高い。これまでの畜産物の生産・輸出が急激に伸びていることをみれば当然である。

ただ、これは決して輸入大国である日本などに対する食糧供給の不安を意味するものでは

なく、むしろ畜産製品としてより安いものが入手しやすくなることを示している。（そうい

う意味では海外生産地における食品の安全性がこれまで以上に厳しく管理されることが課

題となろう。） 

 

その一方で、ODA による農産物の生産拡大への支援、畜産物の生産拡大支援、安全管

理技術の支援などは、世界の食糧増産、安定供給の観点から重要である。日本の資金によ

るそのような援助は、世界の食糧供給の安定化のみならず、生産拡大による価格の削減が

実現され、結果的には輸入国である日本もその恩恵を受けることになる。 

 

原油価格の乱高下を受けて、南米南部の農業生産もその変化に対応していくことになろ

う。サトウキビを中心とするバイオ燃料の原料となる農産物の生産及び加工に先んじてい

るブラジル、そしてそれを取り巻くアルゼンチン、パラグアイ、ウルグアイは主要穀物を

含めた全農産物の価格の動向を見ながら生産を調整して行くであろう。中でも、食料、飼

料、加工、バイオ燃料と、需要の範囲が広いダイズとコーンの生産は原油価格の乱高下を

超えて今後も拡大の一途をたどることになろう。 

Source: Instituto Brasileiro de Geografia e Estatistica
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図18 ブラジルにおける物価上昇率、2007、2008年（％）
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注：本論の図のデータは主に拙著ホームページ「世界の食料統計」 

(http://worldfood.apionet.or.jp)より活用した。その他の資料はそれぞれの図の下に示した。 

 

 

3. *, **, ***: 10%, 5%, 1% significance levels, respectively 

4. ( ): Indicates standard error 

5. Data are daily basis from Chicago Board of Trade (CBOT) for the food commodities and from New York 

Mercantile Exchange (NYMEX) for the oil prices, WTI (West Texas Intermediate) during Jul 2, 2007 to August 

4, 2008. 

6. Variables are as follows: Rice prices = rough rice $/cwt; Corn, Wheat and Soybeans prices = c/bu; Crude Oil 

prices = WTI $/barrel. 

7. Dummy and trend variables which were employed in the analysis are explained as follows: 

RTDRICQ: Trend variable for new crop of rice expressed in square-root from April 24, 2008 to August 4, 

2008, 

SDVXB: Intercept dummy variable for Vietnamese rice export restrictions from March 17 to April 23, 

2008, 

Table 2-1.  Results of the regression analysis of rice, corn, wheat and soybeans prices relative 

to oil prices 

(表 2－1．原油価格の変動がコメ、コムギ、コーン、ダイズの価格変動に及ぼす影響に関する回帰分析の結果)

Variable Rice Corn Wheat Soybeans 

0.180 5.15 4.41 10.1 
POIL 

(0.00)*** (0.08)*** (0.56)*** (0.18)*** 

-0.341    
RTDRICQ 

(0.06)***    

0.0340    
SDVXB 

(0.00)***    

3.33    
DTHS 

(0.31)***    

 -0.700   
SDCRNQ 

 (0.05)***   

 67.7   
DJAN1_415 

 (3.97)***   

  -26.3  
RTDWHTQ 

  (3.30)***  

  -2.00  
SDJL07 

  (0.25)***  

  0.440  
SDA_S07 

  (0.23)*  

  1.81  
SDJ_MR08 

  (0.12)***  

  156  
DEXRSTR 

  (28.67)***  

   1.99 
SDSBNSQ 

   (0.10)*** 

Intercept -4.06 -20.5 490 122 

R-squared 0.917 0.950 0.757 0.923 

Adjusted R-squared 0.915 0.950 0.752 0.922 

No. observations 276 276 276 276 
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DTHS: Intercept variable for pumping up the domestic supply through selling 2.1 tons of rice from 

storage by Thai government in early May, 2008, 

SDCRNQ: Slope dummy variable for new crop of corn from October 1, 2007 to November 30, 2007, 

DJAN1-415: Intercept dummy variable used for corn from January 1, 2008 to April 15, 2008, 

RTDWHTQ: Trend variable for new crop of wheat expressed in square-root from February 28, 2008 to 

August 4, 2008, 

SDJL07: Slope dummy variable used for wheat during the period in July, 2007, 

SDA_S07: Slope dummy variable used for wheat from August 22, 2007 to September 20, 2007, 

SDJ_MR08: Slope dummy variable used for wheat from January 24, 2008 to March 31, 2008, 

DEXRSTR: Intercept dummy variable used to include wheat export restrictions by some countries in 

the period from February 16 to 18, 2008, and March 11 to 13, 2008, 

SDSBNSQ: Slope dummy variable for new crop of soybeans from December 3, 2007 to March 10, 2008. 

Note: The results in this table is quoted from Ito, et al. “Characteristics of International Grain Price Movements 

under the High Oil Prices”to be published in the Journal of Rural Agriculture, 2009. 
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